
厚生科学研究費補助金（子ども家庭総合研究事業） 

分担研究総括報告書 

 

男性不妊の実態及び治療等に関する研究 

 

分担研究者名 三浦一陽 東邦大学医学部第一泌尿器科教授 

 

 

 

Ａ．研究目的＝男性不妊の本邦における患

者実態については今だ不明な点が多いく概

算がつかめていない。また男性不妊の診断

や治療における最近の動向を知る目的で研

究を行った。 

 

Ｂ．研究方法＝1998 年は前年の調査で男性

不妊の診療を行っていると答えた施設に調

査を行った。また、男性不妊症の治療に中

心的役割を果たしている全国 10 の大学病

院泌尿器科の病因や診断や各治療面の内容

について調査した。 

 

Ｃ．結果と考察＝1998 年の全国調査の男性

不妊症患者数は調査施設が前年の約半数に

もかかわらず 4,611 名であった。男性不妊

患者は泌尿器科患者の総数や男性泌尿器科

患者の割合より判断して、年々増加傾向に

ある。また病床数の多い病院ほど男性不妊

の診療率が高くなり、これは前年と同様の

傾向であった。 

 10大学病院泌尿器科における2年間の治

療面では非ホルモン療法が大多数であり、

単・2剤投与の妊娠率が特に良好であった。

ホルモン療法ではクエン酸クロミフェンが

多く、中でも 50mg 群で妊娠率が良かった。

また膿精液症58例に対する化学療法では8

例に妊娠をみた。 

 手術療法では精索静脈瘤に対する内精静

脈結紮術において累積妊娠率は補助生殖医

療も少数例含まれるが 1 年で 18.1％、2 年

で 49.0％と高率であった。また精路閉塞に

対する再建術では出産が 4 例と少なかった。

勃起障害による不妊が増加を示し、クエン

酸シルデナフィルで、高い改善率を示し短

期間ではあるが 6 例に妊娠を認めた。一方、

射精障害は治療が大変困難で補助生殖医療

に頼っているのが現状である。10 大学にお

ける補助生殖医療の現状では増加の一途を

たどり、特に TESE は無精子症の精子回収法

として画期的なものとなり、今後は

TESE-ICSI が急増するものと予想される。 

 

Ｄ．結論＝男性不妊患者の病院への受診数

は年々増加している。今後、無精子症の精

子回収法として TESE は急増すると予想さ

れる。 

 


